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新規グループ 風を利用したからくりの制作① ペットボトル風車 

継続２年目グループ 創意工夫作品作り① 

継続 3年目グループ 自動走行車の確認 

中学生グループ 課題にむけてのプログラム作成 

自由作品づくりに入ります。どんなものが便利か、こんなものが
あるといいなあ、というものを考えてアイデアを考えていきまし
ょう。今日を入れて作業は 3回しかないので家庭でも進めていき
ましょう。 

果物の収穫機 

レモンなどの

木は棘がある

ので、もぎ取る

とき痛いめに

あわないよう

に工夫したい。 

後ろや高いと

ころにあるも

のは鏡の角度

を変えて見ら

れるが、まだ他

に使い道がな

いか考えてい

る。 

先月に出してくれた３人のアイデアを基に考えてみまし
た。これを参考にして自分で工夫を加えて作品に仕上げて
ください。 

里芋皮むき機 

洗たく物取り入れ機 コイン別貯金箱 

今の状態では力

が弱くて実際に

皮がむけないの

でイモにあたる

刃と馬力をあげ

る工夫がいる。 

動力はギアボ

ックスを付け

てモーターの

力を使おう。 

ペットボトルを使って，風車を作ります。

そのあと，この風車を動力にして動くから

くりを作ってきます。まずはしっかり回る

風車を作りましょう。 

まるいペット

ボトルでも回

せばケガキが

簡単にできて

よかった。 

羽根の角度で風

車が回ることが

分かった。ナット

がきつく締めら

れてよかった。 

身近にあるものが活用で

きることがわかった。ペッ

トボトルで風車を作り，し

っかり回ってよかった。 

ケガキを

初めてや

った。風を

受けて回

る理由が

分かって

よかった。 

発表会の課題は，障害物を避けて荷物を運

ぶプログラムです。これまでやった基本の

技を組み合わせて色別の荷物がきちんと

運べるプログラムを考えましょう。 

赤線を検出して

ステーションに

近づけるのが難

しい。早く続きを

やりたい。 

障害物を感知し

てよけるプログ

ラムが難しい。色

を感知して動き

を制御したい。 

今までやったプ

ログラムを合体

させた。難しいけ

ど自分で考えら

れて良かった。 

難しいけどトライ

＆エラーの繰り返

しで，理想の動き

ができてきた。 


